
8章：ベクトル 1：和と実数倍

平行条件

360 a = (3, −2), b = (1, −4), c = (−1, 2)とする。 a + t b が c と

平行であるとき，実数 tの値は である。 （工学院大）

361 2つのベクトル a = (s, 3s− 1, s− 1), b = (t− 1, 4, t− 3)が平行

であるとき s, tの値を求めよ。 （大阪工業大）

362 3点 A(2, 3, 4)，B(3, −2, −1)，C(m, n, 5)が同一直線上にあると

き，m = ，n = である。 （立教大）

平行条件

360，361 0 でない 2つのベクトル p , q が平行である条件は，平面でも空間でも

p = k q をみたす実数 k ( \= 0) が存在する · · · · · · (∗)
ことである。

とくに， p , q が平面ベクトルで， p = (p1, p2), q = (q1, q2)のとき

(∗) ⇐⇒

{
p1 = kq1

p2 = kq2
⇐⇒ p1 : p2 = q1 : q2 ⇐⇒ p1q2 − p2q1 = 0

362 A，B，Cが同一直線上にあるということは，AB // ACということですね。



8章：ベクトル 1：和と実数倍

平行条件

360 a + t b = (3, −2) + t(1, −4) = (3 + t, −2− 4t)

これが c = (−1, 2)と平行であるための条件は

a + t b = k c となる実数 k ( \= 0) が存在する

ことであるから{
3 + t = −k

−2− 4t = 2k
∴ t = 2, k = −5

(3 + t, −2− 4t) // (−1, 2) より
(3 + t) : (−2 − 4t) = (−1) : 2
2 + 4t = 2(3 + t) ∴ t = 2

361 2つのベクトル a = (s, 3s− 1, s− 1), b = (t− 1, 4, t− 3)が平行である

ための条件は

a = k b をみたす実数 k ( \= 0) が存在する

ことであるから
s = k(t− 1) · · · · · · 1⃝
3s− 1 = 4k · · · · · · 2⃝
s− 1 = k(t− 3) · · · · · · 3⃝

1⃝− 3⃝より 1 = 2k ∴ k = 1
2

k = 1
2
を 2⃝に代入して 3s− 1 = 2 ∴ s = 1

これらを 3⃝に代入して 0 = 1
2
(t− 3) ∴ t = 3

362 A(2, 3, 4), B(3, −2, −1), C(m, n, 5)が同一直線上にある条件は

AC = kAB となる実数 kが存在する

ことであるから
m− 2 = k

n− 3 = −5k

1 = −5k

第 3式より k = − 1
5
となるので，求めるm, nは

m = 2 + k = 2− 1
5

= 9
5
, n = 3− 5k = 3− 5 ·

(
− 1

5

)
= 4


